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写真と図で見る気候変動

（生物の多様性と水）

美しい地球を未来に、そして子供たちのために

この資料は、地球温暖化を防止することを目的に関係者のご協力で制作しました

関西電気保安協会

気候変動気候変動

• 人類には、異常気象、食糧問題、健康被害などの形で

　影響を与えています。

　　　気温上昇、台風、洪水、干ばつ、海面上昇、

　　　水資源減少、食糧不足、熱中症・伝染病の発生

• 他の生物は、絶滅の危機にさらされています。

　　　気温・水温の上昇、急激な環境の変化、生態系の崩壊
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出典：全国地球温暖化防止活動推進センターウェブサイトより （http://www.jccca.org/）

出典：環境省　地球温暖化の影響資料集
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出典：IPCC第4次評価報告書2007 

過去5,000年前からのCO２濃度のグラフ
氷床コア観測と現代の観測による
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出典：環境省　IPCC/4th/wg1_gaiyo.pdf

2000-2100年　温室効果ガス排出シナリオ
世界平均気温の上昇

出典：IPCC第4次評価報告書2007 

1900 2000 2100

［℃］

世界の温室効果ガス
排出量(CO2換算) 世界平均地上気温の上昇量

１.１℃

６.４℃
200

100

0

［
G

tC
O

2-
eq

/年
］

［年］

2000 2100
［年］ いずれのシナリオにおいても今後

20年間で０．４℃の気温上昇。



5

出典：環境省　IPCC/4th/wg1_gaiyo.pdf

北極海の氷　観測史上最小を更新
MODISによる2007年夏の北極海

出典：宇宙航空研究開発機構（ＪＡＸＡ）ウェブサイト
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北極海の氷　観測史上最小を更新
2005年と２００７年の北極の海氷の分布図

出典：宇宙航空研究開発機構（ＪＡＸＡ）ウェブサイト

2005年 ２００７年

●は北極点

日本列島約2.8個分の氷が消失

衛星「だいち」で見る地球の今　ますます薄くなってきた北極海の海氷

濃い水色：古くて厚い氷（多年氷）、薄い水色：若くて薄い氷（1年氷）

出典：宇宙航空研究開発機構（ＪＡＸＡ）ウェブサイト

2003年 2004年 2005年

2006年 2007年 2008年

●は、北極点
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出典：環境省　IPCC/4th/ar4syr.pdf

南極のオーロラ2006年3月

出典：環境省ビデオ・写真ライブラリ
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南極　棚氷　2006年2月

出典：環境省ビデオ・写真ライブラリ

南極　2006年2月

海氷と高さ400mの断崖シェッゲ

出典：環境省ビデオ・写真ライブラリ
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南極のペンギン　2006年1月

南極に住むアデリーペンギンは、温暖化の
影響を大きく受けてその個体数が減少して
います。

出典：環境省ビデオ・写真ライブラリ

南極　海氷上のアザラシ　2006年2月

出典：環境省ビデオ・写真ライブラリ
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出典：環境省　IPCC/4th/wg1_gaiyo.pdf

北極圏スヴァールバル諸島　東ブレッガー氷河の後退

出典：広島大学大学院生物圏科学研究科　中坪孝之（全国地球温暖化防止活動推進センターウェブサイトより（http://www.jccca.org/)）

1996年7月28日 2005年8月4日

北極を含む北半球の高緯度地域は，地球温暖化の影響が最も強く現れると
予想されていましたが，近年、予想を上回るスピードで氷の減少，氷河の後退
が観測されています。このような変化は，当然のことながら，生態系にも劇的
な変化をひき起こすものと考えられます。
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ヒマラヤ（東ネパール）のAX010氷河

出典： 名古屋大学環境学研究科・雪氷圏変動研究室（全国地球温暖化防止活動推進センターウェブサイトより（http://www.jccca.org/)）

1978年 1989年

1998年 2004年

氷河が融けて、氷河湖が大きくなっています。

アンデスから崩落するペリト・モレノ氷河。
地球温暖化によって氷河が滑り落ちる速度が早くなったと言われている。(アルゼンチン)

2002年1月1日

出典：栗林浩（全国地球温暖化防止活動推進センターウェブサイトより（http://www.jccca.org/)）

氷河の先端が湖に崩落し、

氷塊となっている。
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出典：環境省　IPCC/4th/ar4syr.pdf

出典：環境省　IPCC/4th/wg1_gaiyo.pdf
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海面上昇　ツバルの首都フナフチ島
2006年8月

出典：環境省ビデオ・写真ライブラリ

環礁上の民家

フナフチ島

海面上昇によって侵食される砂浜

出典：環境省　IPCC/4th/wg2_gaiyo.pdf
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出典：環境省　IPCC/4th/ar4syr.pdf出典：環境省　IPCC/4th/wg2_gaiyo.pdf

アフリカ　サハラ砂漠

降雨不足により干上がる沼
灌漑設備や農機具、化学肥料等投入の少ないサヘル地域では、天然降水に
依存しており、降雨が多ければ平年策、少なければ凶作を意味します。 .

このように降雨不足は飢餓に直結します。

　　出典：緑のサヘル（全国地球温暖化防止活動推進センターウェブサイトより（http://www.jccca.org/)）
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砂　漠　化
村落に迫る砂丘。電信柱の下半分が砂で埋まっています。

（中国、内モンゴル自治区、ホルチン沙漠、1996年5月）

出典： Yu Nakamura （全国地球温暖化防止活動推進センターウェブサイトより（http://www.jccca.org/)）

出典：環境省　IPCC/4th/wg2_gaiyo.pdf
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出典：環境省　IPCC/4th/wg2_gaiyo.pdf

モルディブ　南マーレ環礁　サンゴ礁

島々は少し沖でドロップオフしており、その
壁沿いを中心に生き生きとしたサンゴが広
がり、多種多様な魚、海洋生物が生息する。

98年の7月頃を中心に、異常高水温が

続いた。水深の浅いとこで発達していた
サンゴは、その共生する褐虫藻が逃げ
出したため白化、やがて崩れた。現在
は少しずつ回復してきている。ただ、温
暖化が進むと更なる危機にさらされる。

1998年の異常高水温以降1998年より以前

出典： NPO法人環境市民　杉本育生 　　(http://www.kankyoshimin.org)　　　　

　　　　　（全国地球温暖化防止活動推進センターウェブサイトより（http://www.jccca.org/)）
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日本

美しい地球を未来に、そして子供たちのために

４０．９℃

埼玉県熊谷市

　14時20分　

４０．９℃

岐阜県多治見市

14時42分

2007年8月16日　日本最高気温を更新

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　２００８年６月現在

３５.４℃

３５.１℃

３６.９℃

３７.９℃

３７.５℃

３６.９℃

３７.２℃

３７.２℃

３６.４℃

２００７年８月１６日の
協会事業所所在地の気温

出典：気象庁気象統計情報　
１時間ごとの値の最高値３６.０℃
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出典：気象庁「気候変動監視レポート2006」
　　　　全国地球温暖化防止活動推進センターウェブサイトより（http://www.jccca.org/）

100年あたり　
１．１０℃の割
合で上昇して
おり、日本の
気温の上昇
スピードは世
界平均よりも
速い。

2004年10月　台風23号による洪水　　姫路支部豊岡技術センターの周囲

事務所　表 事務所　裏
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出典：環境省　地球温暖化の影響資料集

ブナなどの立ち枯れが進む
丹沢山系の稜線付近（神奈川県）2001年10月

出典：登坂克男（全国地球温暖化防止活動推進センターウェブサイトより（http://www.jccca.org/)）
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出典：環境省　地球温暖化の影響資料集

出典：環境省　地球温暖化の影響資料集
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出典：EDMC/エネルギー・経済統計要覧2008年版
　　　　全国地球温暖化防止活動推進センターウェブサイトより（http://www.jccca.org/）

出典：農林水産研究第５号
　　　　全国地球温暖化防止活動推進センターウェブサイトより（http://www.jccca.org/）

フード・マイレージ（ｔ・ｋｍ）＝

輸入量（ｔ）×輸送距離（ｋｍ）
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出典：環境省　IPCC/4th/wg2_gaiyo.pdf

出典：環境省　IPCC/4th/ar4syr.pdf
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日本アルプス（長野県乗鞍2008年5月）

雪は、自然のダム。雪解け水が豊かな自然を育んでいます。

このＰＰＴの使用について

　この資料の写真等は、出典者の使用条件を守り、当協会が実施する電気安全講習
会、電気保安講習会に使用することを条件に使用許諾を受けています。
　他には使用できません。

　必要なシートだけをコピーしてそのままパワーポイントで使用するほか、配布用資料
（レジメ）としてプリントしてご使用ください。

　シートの内容の簡単な説明は、パワーポイントのノート部分にあります。参考にしてく
ださい。

　シートの内容を加工をしたり、クレジット（撮影者、出典等）の変更をしないで下さい。

　写真を、パンフレットやパネルには使用できません。

　平成２０年６月　　　関西電気保安協会　広報部
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